
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定例監査 

４月 4 日、消防本部において行われ、令和５年度
の各種帳簿や関係書類のチェックを受けました。
（結果は総会資料に添付のとおりです） 

 

 

 

 

 

 

 

 

定例総会 

４月 26 日、グランシア須賀川において行われ、
前年度の決算報告や今年度の事業計画等について審
議されました。 

また、総会に先立って行われた表彰式では、表彰
規定第２条に基づき、10 の会員事業所様が表彰の栄
に浴されました。誠におめでとうございます。 

 

 

 

 

 

 

 危険物取扱者試験受験準備講習会 

５月 14 日と 15 日、消防本部において行われ、管
内外の 17 事業所から 26 名が参加し、試験対策のポ
イント等に真剣に耳を傾けていました。当講習会
は、前年度から年 2 回の開催としており、今回はそ
の 1 回目となります。 

 

 

 

 

 

 

危険物施設安全講習会 

6 月 13 日、消防本部において行われ、7 事業所
24 名の会員が参加し、体験型メニューを通して危
険物施設における事故対応などについて学びまし
た。 
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防災教室 

7 月 12 日、須賀川市市⺠交流センター（tette）に
おいて、NPO 法人福島県防災士会理事の藁谷俊史氏
を講師にお招きし、「BCP と災害への備え」と題し
てご講演をいただきました。 

講演では、防災士の活動や過去の台風被害に加え
昨今注目が高まっている企業の BCP（事業継続計
画）策定についての説明がありました。 

 

 

 

 

 

 

なお、藁谷先生は、NPO 法人日本防災士会の副理
事⻑や各地の防災アドバイザーとして、TV 出演や
多数の講演等でご活躍されております。 

 

暑気払い 

7 月 12 日、ホテルサンルート須賀川にて行わ
れ、吉⽥副会⻑のあいさつの後、14 名の参加者が
懇親を深めました。 

 

 

 

 

 

 

 東北地区救助技術指導会出場選手激励 

7 月 22 日、第 52 回東北地区支部消防救助技術指
導会に伴う消防⻑検閲式が行われ、県大会を突破し
た 4 人の選⼿に対し、⼩室会⻑から激励のことばと
激励金が贈られました。 

 

 

 

 

 

 

 

【事務局の異動について】 

・事務局員 澤村享子（石川消防署より） 
 

【協会事業の中止について】 

・ゴルフコンペ 

※8/31 に予定しておりましたが、台風 10 号
の接近予報により止むを得ず中止となりまし
た。状況をご理解のうえ今後ともよろしくお
願いいたします。 
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㈱ノバーク様による実演 

 

 
お知らせ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年内の主な行事について】 

〇火災予防・絵画ポスターコンクール審査会 

日 時 9 月 18 日（水）9：30〜12：00 

場 所 須賀川市⺠スポーツ会館 

本審査会の審査員として、会⻑・両副会⻑が出席し
ます。 
 

〇第 14 回消防ふれあいデー 

日 時 10 月 12 日（土）10：30〜14：30 

場 所 イオンタウン須賀川駐車場 

消防本部主
催のイベント
で、本協会か
らは役員及び
設備部会員に
て参加協力の
予定です。 

 

 

 

 

 
 

〇視察研修旅行 

日 時 11 月 22 日（金） 

視察地 東京電力福島第一原子力発電所 ほか 

昨年は残念ながら中止となりましたが、今年新たに
日帰り企画として復活しました。 

大変貴重な機会となりますので、万障お繰り合わせ
のうえご参加頂きますようお願いします。なお、先に
通知のとおり申込締切は 9 月 20 日（金）です。 
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新規会員のご紹介（入会日順） 

〇㈲ケーツー塗工（代表者 菊地 実）  【危険物】 

住所 須賀川市横山町 117-4 

URL  https://www.k2toko.jp/ 

〇㈱いわせ食品（代表者 渡辺 康広）  【危険物】 

 住所 須賀川市今泉字並柳 52-2 

URL  https://iwasesyokuhin.jp/ 

〇アルファ電子㈱（代表者 樽川 千香子） 【賛助】 

 住所 天栄村大字飯豊字向原 60-2 

URL  https://www.alpha-d.com/ 

〇㈱クラフト（代表者 細井 潤）        【賛助】 

 住所 須賀川市森宿字ウツロ⽥ 42-24 

URL  https://www.craftinc.co.jp/ 

〇情報整備局㈱（代表者 斎藤 浩平）     【賛助】 

 住所 須賀川市滑川字東町 145 

URL  https://www.j-s-k.info/ 

〇東京工装㈱福島工場（代表者 池谷 諭一） 

 住所 須賀川市大久保字川虫内 129 

URL  https://www.koso.co.jp/en/ 

〇神田産業㈱（代表者 神⽥ 雅彦）       【賛助】 

 住所 須賀川市館取町 22 

URL  http://www.kanda-package.com/ 

〇㈱エムケー技工（代表者 高橋 南夫） 【危険物】 

 住所 天栄村大字飯豊字大山 10-245 

URL  https://www.mk-gikou.co.jp/ 
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大内新興化学工業㈱須賀川工場が（一財）全国

危険物安全協会理事長表彰を受賞しました！ 

大内新興化学工業㈱須賀川工場（工場⻑ 大塚
裕昭）が令和６年度一般財団法人全国危険物安
全協会理事⻑表彰を受賞され、６月３日、東京
都のニッショーホールで行われた危険物安全大
会の表彰式において賞状等が授与されました。 

この賞は、永年にわたり危険
物関係業務に携わり、危険物災
害の防止等に多大な功績のあっ
た事業所や団体へ贈られるもの
です。 

 

 

誠におめで
とうござい
ます。 

 

 

〇消防本部からのお知らせ 

【広報大使について】 

消防本部では、各種施策に関する情報の発信
やイベントへ参加等を通し、防災思想の普及啓
発をより一層推進してくことを目的として、広
報大使を委嘱しました。 

初の大使に就任した
のは、東京都在住（須
賀川市出身）の大学生
「塩⽥ちな」さんで、
学業の傍らモデルやタ
レント活動に加え、防
災士としても活躍して
います。 
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～ ちょっとひと息 ～ 

 平⽥村にある山鶏滝周辺を散策してきました。
北須川沿いに遊歩道が設けられており、メインの
山鶏滝のほか、複数の⼩さな滝と緑のコントラス
トが楽しめます。なお、ふくしまの遊歩道 50 選や
福島遺産 100 選にも選ばれています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（場所：平⽥村大字中倉字⼩種石地内） 

～ 編集後記 ～ 

防災教室の講師を務められた藁谷俊史氏とは、かつて某マ
ラソン大会のボランティア活動でご一緒したことがあり、当
時はまだ（同氏が）会社員として参加していました。 

その会社からの唯一の参加者として、寡黙に動くダンディな
姿を今でも覚えています。 

その後、日本防災士会福島県支部の創設に尽力されるなど、
県内の防災分野に大きく貢献された功績はご承知のとおり。 

後回しにされがちな防災
対策の重要性をいかに伝え
ていくか… 

藁谷氏の奮闘はまだまだ
続きそうです。 
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